
■飽きないように新しいものに切り替える。変化を加える。

■前もって予定を決めない！

■一人でやるより複数人でやる！
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今後、つばめ若者会議公式WEBサイトでも情報発信
していきますので、ぜひご覧ください。
⇒ http://tsubame-wakamono.com/projects/enjoy/

7/31に新型コロナウイルスの影響で延期をしていた、燕市役所まちあそび部キックオフミーティングを開

催しました。高校生がまちをフィールドにまちの魅力を発見・発信していきます。

当日は、①燕市役所まちあそび部についての説明 ②アイディア出しワークショップを実施しました。

なお、コーディネーターの若者雄純さんはオンラインでご参加いただきました。

まちあそび
始まります

コーディネーター
若新雄純さん

-まちあそび部で何をするのか-

高校生を中心に、地域の方や市役所の職員から協力しても

らったり、まちが持っている“モノ”を使った活動を行います。

遊びなので、失敗してもオッケー。やってみないとわからな

いことをどんどんやって、新しい発見をしていきます。

-まちあそび部で大切なこと-

活動を通して地域の方や高校生が関わることが一番大切で、

学校の勉強とは違うので答えを出さなくて大丈夫です。

まちあそびには正解はありません。いい答えを出そうとせず、

面白いことをどんどんやっていきましょう。まちあそび部の

ルールは「法律を守る！」のみです。それ以外のルールはあ

りません。自由に活動を

実施していきましょう！

WSその１ どうしたら遊びは楽しく続く？

-なぜまちあそびをするのか-

まちの一番の問題は、１０代の若者が

まちと関わることができないことです。

若者がまちと関わりを持ち、まちを

使って遊ぶ「まちあそび」を今年から

実施します。

WSその２ まちのリソースを使って遊ぶ。

まちが持っている資源を活用して

自分たちがやってみたい「まちあ

そび（活動）」のアイディア出し

を行いました。

-まずやってみたい活動（抜粋）-

□童心に戻りたい！ □コスチュームづくり！
□市役所を使って遊ぶ！
（鬼ごっこ、かくれんぼ、市役所でeスポーツ）
□たこ焼き会議⇒会議の様子をゆるくYouTubeで配信。
□サバゲ― □給食メニューづくり □ラーメン食べる。
□ストレス発散（不要な食器を曲げたり折ったり）
□ゴーカートを貸し切ってSNSで発信する。

今後の活動の進め方

①事務局がアイディアをまとめメンバーにフィードバック

②まちあそび部の部室（市役所スカイラウンジ）に集まって、

打ち合わせや準備を実施

③活動を実施

以上①から③を繰り返しながら活動をしていきます。


